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❶ まん ぼ 内の 様子。 水位 20 〜 40 セ ン チの 水が 常時 流れて いたが、 
近年は 幹線道路の 改修工事 や ほ 場 整備な どの 影響で 冬期は 水が 涸れ 
ると いう ❷片 樋の 集落 内に ある 「まん ぼ 中央口」。 見学で きる よ 
うに 整備され ており、 案内 解説 板な ども 設置され ている ❸ 平成 
14 年に 建立され た 「間 風 顕彰 之 碑」 ❹ まん ぼの 出口。 かつては 素 
掘りだった 出口 も、 現在では コンク リート 造り だ ❺❻教 楽 寺の 
境内に ある 碑。 農民に 片 樋を 作って 漏水を 止める ように 教えた と 伝 
わる 行 基の 詠歌 「茂留 谓美津 （もる いみつ） 片樋天 登 遠 世 登 （かた 
ひて とを せと） 教留遠 （おしうる を） 聞 天耕寸 （ききて たがやす） 
民 曽楽武 （た みぞた のしむ)」 が 刻まれて いる ❼ まん ぼ 建設に 尽 
力した ふたりの 庄屋の 慰霊 碑 （墓地） が、 員弁 第一街道の 脇に 建立 
されて いる 


毎年 7 月に 執り行われ るまん ぼ 祭り。 中央口に 祭壇 
を 設け、 まん ぼから 汲んだ 水を 供える 


片樋 
まん ぼ 
MAP 


穴は、 30 〜 40 メ ー トル 間隔で 掘 
られ る。 そんな 掘削 技術を 農民 
は 当然 持ち合わせて いない。 近 
隣に あった 治 田 鉱山の 坑夫を 雇 
うな どして、 技術を 学んだ と 推 
察される。 

水 不足の 解消を 願い、 庄屋と 
曲 辰 民が 一丸と なつて、 まん ぼを 
掘った。 工事は 明 和の 末期 (1 
770 年頃) に 着工した が、 慣 
れ ない 作業から 落盤が 相次ぐな 
ど 難航した。 当初は わずかな 水 
しか 流れず、 用水と 呼べる もの 
ではなかった。 安永 4  (17 7 5) 
年 7 月に ょうやく 完成を 見る。 

しかし、 安政の 大地震 (18 

5  5 年) で 被害を受け、 水の 出 

が 悪くな ってし まう。 文久 2  (1 

862) 年、 時の 庄屋が 修復と 

延長 工事を 行い、 再び 十分な 水 
が 供給され るょう になった。 延 
長 工事と しては、 青 川の 伏流水 
を 引く 計画 だつ た。 しかしな が 
ら逆 勾配と なる ために 中途で 断 
念した という。 2 回の 工事で ま 
ん ぼの 総 延長は 約 1 キロに 及び、 
国内 有数の 規模を 誇る。 まん ぼ 
の 水は 新田を 潤し、 約 80 石の 増 
産に なつた。 

先人の 遺徳 や 苦労を 伝える 
庄屋 墓地と 顕彰 碑を 整備 

まん ぼの 築造には 莫大な 資金、 
労力、 時間が 必要だった。 工事 
にか かる 費用は 庄屋が 工面した。 
第 1 期 工事では 庄屋の 冨 永太郎 
左衛 門が、 第 2 期 工事では 庄屋 


の 二 井藤 吉郎 が、 それぞれ 私財 
を 投じた。 

伊藤さん によれば、 両 庄屋は 
まん ぼの 工事で 全 財産を 使い 果 
たし、 人目を 避ける ように 片樋 
を 去って いき、 郷里の 其の 原で 
ひっ そりと 息を 引き取っ たそう 
だ。 のちに、 この ことを 知つ た 
村人たち の 手に よって 墓が 建て 
られ た。 

ふたりの 庄屋の 功績と まん ぼ 
建設の 苦労を 後世に 伝えようと、 
地区 内には 「庄屋 墓地」 が 整備 
され、 「間 風 顕彰 之 碑」 が 建立 
されて いる。 さらに、 毎年 7 月 

1 日に 近い 日曜日には 「まん ぼ 

祭り」 が 執り行われ、 大 神社の 

宮司 や 区長、 農業 関係者ら が 参 

列し、 先人の 遺業を たたえる と 

共に、 水利の 安全を 祈願す る。 

片樋 のまん ぼは、 現在で も 約 
8 へ クタ— ルの 水田の 農業 用水 
として 利用され ている。 例年、 大 
寒の 頃に 堆積した 土砂な どを 排 
出す る 「まん ぼ 俊え」 を 行って、 
維持 管理に 努めてき た。 

「片樋 地区 も 農業 人口が 減少 
してい ますが、 それでも 地区の 
約 5 分の 1 にあた る 田んぼが、 
まん ぼの 水で 灌溉を 行っ てい ま 
す。 片樋 のまん ぼは 現役の 用水 
路 であると 同時に、 貴重な 文化 
遺産で もあります。 先人たち が 
苦労して 確保した 水の 恵みに つ 
いて、 ぜひ 知って ほしいで すね」 
と 伊藤さん は 語り部と して 伝え 
ていきた いと 話す。 


掘で トンネル 式に 横穴を 掘り、 
地下水を 集めて 農業 用水に 利用 
する 方法だった。 この 地下 水路 
を 「まん ぼ」 と 呼ぶ。 

「水源と したのは、 主に 宮山 
の 浸透 水 (地下に しみ 出た 水) 
です。 水田から 地下に しみこん 
だ 水 も、 再 利用す る 形に なり ま 
す」 と、 ふるさと いなべ 市 語り 
部の 会の 伊藤 美 善さん が 教えて 
くれる。 

新たな 水源の 確保の ため 
まん ぼの 掘削 工事に 挑む 

まん ぼの 語源は 定かで ない。 

漢字では 「間 風」 「間 歩」 「間 保」 

などと 書く。 「鉱山の 穴、 坑道。 

坑道に 入る こと」 を 意味す る 言 

葉 「まぶ」 の 漢字 表記 「間 府」 

の 派生と いわれて いる。 まん ぼ 
の 掘削に、 鉱山 技術者が 関わっ 
ていたと 考えられる からだ。 

まん ぼは、 高さ 4 尺 (約 12 
〇 センチ)、 幅 3 尺 余り (約 1 
メ ー トル) の 横穴で、 掘り出し 
た 土砂 や 石な どを 出す ための 竪 


文/長屋 整徳 写真/編集 室 デザイン/ chica  ふるさと いなべ 市の 語り部の 会への 問い合わせは、 0090-3583-2827( 代表 伊藤 忠 さん) まで 


片橘 のまん ぼは、 いな 
ベ 市の 史跡に 指定 （平 
成 9 年 1 月 22 日 大安 
町 指定） されて いる。 
写真は 平成 12 年に 大 
安町 ふるさ と 景観 支援 
事業で 建立した 石碑 


200 年 以上に 渡り 

地域の 水田を 潤す 地下 水路 

片樋 のまん ぼ 


まん ぼとは、 水を 引く ために 掘られた トンネルの ことを いう。 

全国で も 鈴 鹿 山脈 東 麓に 多く 分布して いる。 

技術の 発達で 用水路が 整備され るに つれ、 次第に 使われ なくなつ たが、 
いなべ 市 大安 町には 現在 も 農業 用水と して 利用され ている まん ぼが ある。 


高台に 位置す る片樋 地区 
古くょり 灌漑 用水が 不足 

いなべ 市 大安 町片樋 地区は 三 
方を 員弁 川、 青 川、 源 太 川に 囲 
まれて いるが、 大半の 耕作地が 
河川ょりも 高台に あり、 農業 用 
水の 確保には 苦労を 重ねてき た。 
源 太 川の 上流から 水を 引く も、 
左岸が 絶壁の ため 漏水が 多く、 

水 不足は 深刻だった。 

持統 10 (696) 年、 行 基が 

この 地を 訪れた と 伝わる。 全国 


を 巡って 布教の 傍ら、 土木 や 治 
水な どの 事業に も 貢献して いた 
行 基は、 農民たち が 難渋す る 様 
子を 見て、 L 字 型の 樋 (片 樋) 
を 作って 水を 通す ょぅに 教えた。 
すると、 漏水が 止まつ た。 これ 
が 「片 樋」 の 地名の 由来と い 
われて いる。 

時代は 下り、 江戸時代 中期。 
片樋 地区では 源 太 川から 「上 

井水」 「下 井水」 の 2 つの 水 

路を 引いて いたが、 日照りが 

続けば 途端に 水 不足になる ほ 


ど、 水の 絶対量が 少なかった。 
特に 新田 開発には 大きな 支障と 
なつて おり、 第 3 の 用水路の 必 
要に 迫られて いた。 

そこで 考え出され たのが、 地 
表から 約 3 〜 7 メ ー トル 下を 素 


